
平成 2９年度未来図会議年間テーマ 

「はまって、かだって」に始まるノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり 

～障がいや個性などを意識することのない、誰もが暮らしやすいまち～ 

 

平成２９年度 第４回（東日本大震災後 第８０回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 

平成 29 年８月 18 日(木) 13:30～15:30 

                         陸前高田市役所 4 号棟第 6 会議室 

次  第 

◆テーマ 

「 だれもができる住みやすいまちづくり ～自殺予防対策～ 」 

１ 開 会 

２ 挨 拶 陸前高田市民生部長兼保健課長 菅野利尚 

３ 内 容 

（１）未来図会議が目指してきたこと    

陸前高田市被災絆づくりアドバイザー 岩室紳也 

（２）自殺対策大綱と県の役割について   

岩手県福祉総合相談センター・岩手県自殺対策推進センター 

上席保健師兼精神保健福祉相談員 菊田誠子氏  

（３）自殺予防とはまかだについて   

陸前高田市被災絆づくりアドバイザー 岩室紳也 

（４）参加者のみなさまと「はまってけらいん、かだってけらいん」  

⇒テーマ：はまかだ（自殺対策）につながる工夫、仕掛けを考える 

       今日の感想と、改めて自分自身がやってきたことの中で自殺対策にな

っていると気がついたものを挙げていただき、具体的な「はまかだ」や、

自殺予防になる工夫、仕掛け、意識について整理してみましょう。 

４ その他連絡・アナウンス  

   はまかだパンフレットについて 

５ 閉 会 

 

【事務局：陸前高田市民生部】 

 ※次回（第８１回）：平成 29 年 10 月 13 日（金）13：30～15：30  ※9 月は skip 

  ◆１０月メインテーマ： （仮）認知症について 

◆会場：陸前高田市役所 ４号棟３階第６会議室 



 

平成２９年度の陸前高田市保健医療福祉未来図会議の予定 

     

○日程 （※テーマは募集中、※9 月は実施しません） 

 H29 年：10 月 13 日（金） 13：30～15：30 （仮）認知症について 

      11 月 9 日（木） 18：30～20：30 （仮）陸前高田市の医療体制について 

     12 月 15 日（金） 13：30～15：30 （仮）子ども子育てについて 

 H30 年： 1 月 19 日（金） 13：30～15：30 未定 

      2 月 16 日（金） 13：30～15：30 （仮）地域支え合い協議体について 

      3 月 23 日（金） 13：30～15：30 （仮）はまかだスポットマップについて 

 

 

 

○未来図会議の趣旨 

  住民の生活にかかわる関係者が集まり、住民一人一人の健康で文化的な生活及びノーマライ

ゼーションという言葉のいらないまちづくりの実現を目指し、震災からの復興に向けた地域に

とってよりよい体制づくりに寄与し続けられるよう、保健医療福祉分野の視点から中・長期的

な展望を議論する。 

 

○大きな方向性 

・ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくりの推進 

「はまってけらいん、かだってけらいん運動」の推進 

・ハイリスクアプローチとポピュレーションアプローチの融合・実践 

・市民・他分野機関、他地域との協働、未来図（計画）策定 

・居場所づくり、相互の経験に学ぶネットワークづくり 

 

○陸前高田市保健医療福祉未来図会議メーリングリスト 

◆こちらまでお知らせください。 

   http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c 

 

http://goo.gl/forms/NFUsNqBn3c
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自殺対策基本法の改正の趣旨・基本的施策及び我が国の自殺を巡る現状を踏まえて、更なる取組が
求められる施策 ※各施策に担当府省を明記 ※補助的な評価指標の盛り込み〈例：よりそいホットラインや心の健康相談統一ダイヤルの認知度〉

1.地域レベルの実践
的な取組への支援を
強化する

2.国民一人ひとりの
気づきと見守りを促
す

3.自殺総合対策の推
進に資する調査研究
等を推進する

4.自殺対策に係る人
材の確保、養成及び
資質の向上を図る

5.心の健康を支援す
る環境の整備と心の
健康づくりを推進する

6.適切な精神保健医
療福祉サービスを受
けられるようにする

7.社会全体の自殺リ
スクを低下させる

8.自殺未遂者の再度
の自殺企図を防ぐ

9.遺された人への支
援を充実する

10.民間団体との連
携を強化する

11.子ども・若者の自
殺対策を更に推進す
る

12.勤務問題による
自殺対策を更に推進
する

・地域自殺実態プロファイ
ル、地域自殺対策の政
策パッケージの作成
・地域自殺対策計画の策
定ガイドラインの作成
・地域自殺対策推進センタ
ーへの支援
・自殺対策の専任職員の
配置・専任部署の設置
の促進

・自殺予防週間と自殺対
策強化月間の実施
・児童生徒の自殺対策に
資する教育の実施
(SOSの出し方に関する
教育の推進)
・自殺や自殺関連事象等
に関する正しい知識の普
及
・うつ病等についての普及
啓発の推進

・自殺の実態や自殺対策
の実施状況等に関する調
査研究・検証・成果活用
(革新的自殺研究推進プ
ログラム)
・先進的な取組に関する情
報の収集、整理、提供
・子ども・若者の自殺調査
・死因究明制度との連動
・オンサイト施設の形成等
により自殺対策の関連情
報を安全に集積・整理・
分析

・医療等に関する専門家な
どを養成する大学や専修
学校等と連携した自殺対
策教育の推進
・自殺対策の連携調整を
担う人材の養成
・かかりつけ医の資質向上
・教職員に対する普及啓発
・地域保健・産業保健スタ
ッフの資質向上
・ゲートキーパーの養成
・家族や知人等を含めた支
援者への支援

・職場におけるメンタルヘル
ス対策の推進
・地域における心の健康づ
くり推進体制の整備
・学校における心の健康づ
くり推進体制の整備
・大規模災害における被災
者の心のケア、生活再建
等の推進

・精神科医療、保健、福祉
等の連動性の向上、専門
職の配置
・精神保健医療福祉サービ
スを担う人材の養成等
・うつ病、統合失調症、アル
コール依存症、ギャンブル
依存症等のハイリスク者
対策

・ICT（インターネットや
ＳＮＳ等）の活用
・ひきこもり､児童虐待､性犯罪・
性暴力の被害者、生活困窮
者、ひとり親家庭、性的マイノ
リティに対する支援の充実
・妊産婦への支援の充実
・相談の多様な手段の確
保、アウトリーチの強化
・関係機関等の連携に必
要な情報共有の周知
・自殺対策に資する居場所
づくりの推進

・地域の自殺未遂者支援
の拠点機能を担う医療
機関の整備
・医療と地域の連携推進に
よる包括的な未遂者支
援の強化
・居場所づくりとの連動によ
る支援
・家族等の身近な支援者
に対する支援
・学校、職場等での事後対
応の促進

・遺族の自助グループ等の
運営支援
・学校、職場等での事後対
応の促進
・遺族等の総合的な支援
ニーズに対する情報提供
の推進等
・遺族等に対応する公的機
関の職員の資質の向上
・遺児等への支援

・民間団体の人材育成に
対する支援
・地域における連携体制の
確立
・民間団体の相談事業に
対する支援
・民間団体の先駆的・試行
的取組や自殺多発地域
における取組に対する支
援

・いじめを苦にした子どもの
自殺の予防
・学生・生徒への支援充実
・SOSの出し方に関する教
育の推進
・子どもへの支援の充実
・若者への支援の充実
・若者の特性に応じた支援
の充実
・知人等への支援

・長時間労働の是正
・職場におけるメンタルヘル
ス対策の推進
・ハラスメント防止対策

自殺総合対策における当面の重点施策（ポイント）

※下線は旧大綱からの主な変更箇所



「自殺総合対策大綱」（概要）
平成28年の自殺対策基本法の改正や我が国の自殺の実態を踏まえ抜本的に見直し平成28年の自殺対策基本法の改正や我が国の自殺の実態を踏まえ抜本的に見直し

第1 自殺総合対策の基本理念第1 自殺総合対策の基本理念

自殺対策は、社会における「生きることの阻害要因」を減らし、
「生きることの促進要因」を増やすことを通じて、社会全体の自
殺リスクを低下させる

第2 自殺の現状と自殺総合対策における基本認識第2 自殺の現状と自殺総合対策における基本認識

誰も自殺に追い込まれることのない社会の実現を目指す

第4 自殺総合対策における当面の重点施策第4 自殺総合対策における当面の重点施策
１．地域レベルの実践的な取組への支援を強化する
２．国民一人ひとりの気づきと見守りを促す
３．自殺総合対策の推進に資する調査研究等を推進する
４．自殺対策に係る人材の確保、養成及び資質の向上を図る
５．心の健康を支援する環境の整備と心の健康づくりを推進する
６．適切な精神保健医療福祉サービスを受けられるようにする
７．社会全体の自殺リスクを低下させる
８．自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ
９．遺された人への支援を充実する
10. 民間団体との連携を強化する
11. 子ども・若者の自殺対策を更に推進する
12. 勤務問題による自殺対策を更に推進する

第6 推進体制等第6 推進体制等
1. 国における推進体制
2. 地域における計画的な自殺対策の推進
3. 施策の評価及び管理
4. 大綱の見直し

第3 自殺総合対策の基本方針第3 自殺総合対策の基本方針
1. 生きることの包括的な支援として推進する
2. 関連施策との有機的な連携を強化して総合的に取り組む
3. 対応の段階に応じてレベルごとの対策を効果的に連動させる
4. 実践と啓発を両輪として推進する
5. 国、地方公共団体、関係団体、民間団体、企業及び国民の役割を明

確化し、その連携・協働を推進する

自殺は、その多くが追い込まれた末の死である

年間自殺者数は減少傾向にあるが、非常事態はいまだ
続いている
地域レベルの実践的な取組をPDCAサイクルを通じて
推進する

第5 自殺対策の数値目標第5 自殺対策の数値目標
先進諸国の現在の水準まで減少させることを目指し、平成38年までに、
自殺死亡率を平成27年と比べて30%以上減少
(平成27年18.5 ⇒ 13.0以下)

（WHO:仏15.1(2013)、米13.4(2014)、独12.6(2014)、
加11.3(2012)、英7.5(2013)、 伊7.2(2012)）

阻害要因：過労、生活困窮、育児や介護疲れ、いじめや孤立等
促進要因：自己肯定感、信頼できる人間関係、危機回避能力等

※下線は旧大綱からの主な変更箇所
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ノーマライゼーションという
言葉のいらないまちづくり

はまかだの推進 信頼 ネットワーク お互い様

はまって かだって つながって
～みんなで輝く陸前高田～

はまかだの推進 はまかだスポットガイド

こころの健康づくり（3次予防）
自死遺族・周囲の人への支援

自死遺族 自死未遂者 周囲の人への支援

こころの健康づくり（2次予防）
早期発見・早期治療

精神疾患 精神障害 こころの健康問題がある
人と周囲の人への支援 ゲートキーパー

こころの健康づくり（1次予防）
地域づくり

はまかだの推進 はまかだスポットガイド

1次予防

2次予防

3次予防

信頼信頼信頼

ネット
ワーク
ネット
ワーク
ネット
ワーク

お互い様お互い様お互い様

こころの健康づくり ソーシャルキャピタルの醸成
絆（きずな＋ほだし）がある居場所づくり

信頼 ネットワーク お互い様



























平成２９年度 第３回（震災後７９回） 

陸前高田市保健医療福祉未来図会議 議事録 

 
テーマ：「地域に入っていくということとは？ 

     ～その地域の持っている力を醸成していくためには～」 

日 時：平成２９年７月２０日(木)１３：３０～１５：３０ 
場 所：陸前高田市役所４号棟第６会議室 
参 加：３０名 １２団体 
資 料：下記にアップ 

http://healthpromotion.a.la9.jp/saigai/rikuzentakata.html 

 
１ 挨拶（陸前高田市民生部長兼保健課長 菅野利尚） 

今回は主に支援者側の話になると思うが、地域に入っていくときには、地

域住民の主体的な参加意識が重要となる。どうすれば、地域の人たちの意識

を高めていけるかという問題意識を持った上で、会議に参加してほしい。 

 

２ 内容 
⑴ 未来図会議が目指してきたこと 

陸前高田市被災地絆づくりアドバイザー 岩室紳也 
 ⑵ 地域支え合い協議体について 

陸前高田市民生部長兼保健課長 菅野利尚 

 ⑶ 陸前高田市内で始まっている地域支え合い協議体の実際について 

   陸前高田まちづくり協働センター 

生活支援コーディネーター 黄川田美和氏 
 ⑷ 参加者のみなさまと「はまってけらいん、かだってけらいん」 

グループワーク 

テーマ：私だったら、地域にどのように関わることができるか？ 

⑸ その他連絡・アナウンス 
 

⑴ 未来図会議が目指してきたこと 

（陸前高田市被災地絆づくりアドバイザー岩室紳也） 

   国は「地域を動かす」という視点から、地域包括ケアシステムを構築し

ようとしている。 

   具体的には、おおむね日常生活圏域３０分圏内にサービスが提供できる



ようにすることを目的としている。 

   しかし、地域差を無視して、上記のように考えてもあまり意味がない。

首都圏の浦安と、東北の人口２万人以下の陸前高田市でやり方が異なるの

は当然である。 

   陸前高田市は女性の平均寿命が岩手県１位となっている、さまざまな要

因が考えられるが、保健推進員、食改等を含めた地域住民の活動が大きく

貢献している。活動の目的は人をつなぐことにある。 

そして、国も健康のために地域のつながり強化することを提唱している。 

人と人をつなぐには絆、ほだし（信頼、ネットワーク、お互いさま）が

重要である。人と人が繋がることで、健康度が上がり、自殺率が下がり、

総死亡率も低下する。 

  

⑵ 地域支え合い協議体について 

   （陸前高田市民生部長兼保健課長 菅野利尚） 

   健康寿命を延ばすためには、より多くの人が努力し続けられるような環

境を整えることが必要である。人間が努力し続けるためには、自分自身を

周りの人に理解してもらい、はじめて、主体的に社会に貢献していくこと

ができる。 

従来の介護保険は一定の評価は出来るが、介護給付を受けることで、一

つの家族が地域から隔絶されてしまうといった側面があった。 

人間同士の関係性をより多く結べば、生きがいが生まれる、核家族化の

進行などにより、今後地域が果たすべき役割は大きい。 

中でも高齢者を地域に関わらせていくためには、ないものを作るのでは

なく、今ある能力が発揮できる場を用意することが重要である。 

 

 ⑶ 陸前高田市内で始まっている地域支え合い協議体の実際について 

   （陸前高田まちづくり協働センター 

生活支援コーディネーター 黄川田美和氏） 

 

まちづくり協働センターのミッションは住民１人ひとりが主役の持続可

能な地域づくりです。具体的に何をするのかと言えば、住民の皆さんの話

しを聞いて、住民の活動に寄り添い、様々なカタチで支援している。 

支え合い協議体とは、何か役を持った人だけが参加するものではなく、

その地域に生活していれば誰でも参加できる「場」を、目指している。 

難しい話をするわけではなく、生活の話しをする「場」である。 

コーディネーターとは地域が必要としている人や事をつなぐことを意識



して、地域の人と話しをする。具体的には世間話をどのように専門家や窓

口につなぐ。 

長部の当事者が集まる「場」には参加者同士が見守る関係がある。当事

者が前向きになり、教え合ったりする、自然体が何より大事な場所。 

横田の関係者たちが集まる「場」は役割を持った人たちが、今後役員以

外の方にも参加してもらえる場づくりをめざして進めている。 

高田の何かやらなきゃ！から始まった「場」はまずは自分たちが出来る

事を考え、ちょっとした解決の糸口を話し合っている。 

   三か所で共通しているのは、自分が生活している地域の事を話し、他人

事ではなく自分ごとして考えていること。 

   高齢者にはいろんな人が関わりをもっているが、高齢者を対象としたサ

ービスはあっても、支えている人（家族）へのサービスはない、そこを地

域で支えられれば良い。何もできなくても、話を聞くことができる。 

一方で出来ることがある人は出来ることを前面に出して地域に関わって

いくことができる。 

支え合いはできることの交換、得意なことで誰かの支えになれるので気

負わずはまかだしていく。 

 

質問 

１ 生活支援コーディネーターは現在何名？ 

２ 地区割りはどうなっている？ 

（陸前高田市社会福祉協議会 松本氏） 

 

回答 

１ 合計 3名 

第１層（陸前高田市全体）１名 

陸前高田市保健課生活支援コーディネーター 金野康子 

第２層（コミセン単位） ２名 

陸前高田まちづくり協働センター 黄川田氏他１名  

２ 各地区コミセン単位 今年度１０ケ所に協議体を設置  

今後、今泉に１地区をプラスする予定 

（回答：陸前高田市保健課包括支援係長 佐藤咲恵 

陸前高田まちづくり協働センター 黄川田美和氏） 

 

  ※ 生活支援コーディネーターの岩手県研修会について 

    （陸前高田市保健課生活支援コーディネーター 金野康子） 



陸前高田市の取組みは県内でも先進的であり、沿岸他市町村について

も取組みが進んでいる。県北はあまり整備されていない。 

陸前高田市では１層、２層で連携をとって各地域で情報収集、住民の

困りごとを聞き、地域の資源をさがしているといった取り組みが行われ

ている。 

 

⑷ 参加者のみなさまと「はまってけらいん、かだってけらいん」 

グループワーク 

テーマ：私だったら、地域にどのように関わることができるか？ 

 

１グループ発表 

・普段の人付き合いが大事 

・協働作業が人付き合いのきっかけになる。 

・住宅再建先では協働作業が必要である。 

・日赤奉仕団では７０代女性が活躍している。高齢化を恐れる必要はない。 

 

２グループ発表 

・自分ごととしてとらえることが大事 

・住民さんが居場所をみつけることが大事 

・竹駒２１の会では、そば打ち、こどもたちの居場所づくり等の活動を行

っている。他地区の青年会のみなさんがどんな活動をしているのかを知

りたい 

 

３グループ発表 

・仕事、生活に関する情報が必要 

・集まりになるべく参加し、空気を感じてくる 

・住宅再建先の地域行事になるべく参加 

・ラジオ体操や移動販売といった機会を使った工夫 

 

４グループ発表 

・地域にとって何ができるかを考える 

  ・どうやってはまかだできるか？ 

・新しい災害公営住宅で、人を集める方法（年代も高い、７０代は若い方） 

 まずは定例会などをしかけて集まるようにしていく 

 市や NPO など助けてくれる人がほしい 

 



５グループ発表 

・高齢化が進行している。 

・草刈り機が使える人が少ない 

・七夕まつり、班当番制でも参加者が減っている 

・泊お楽しみクラブへの関わり 

・できる人へつなげるという活動を行っている。 

・挨拶をまず行うことが大事 

 

陸前高田市被災地絆づくりアドバイザー岩室紳也 

 ソーシャルキャピタルは、信頼、ネットワーク、お互いさまで成り立つ。 

陸前高田の中の小さなソーシャルキャピタルを生み出そうとしているのが生

活支援コーディネーターであり、支え合い協議体である。 

 

陸前高田市被災地絆づくりアドバイザー佐々木亮平 

協議体をつくるのは目的ではなくあくまで手段である。協議体を手段とし

て、ソーシャルキャピタルを形成していく。 

 

◆次回（第８０回）：平成２９年８月１８日（金）１３：３０～１５：３０ 
 メインテーマ（案）： 

だれもができる住みやすいまちづくり ～自殺予防対策～ 
 会場：陸前高田市役所 ４号棟３階第６会議室 
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